
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

グラデュエーション・ポリシー

最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

B B

A A

A A

A A

A A

A A

A A

B B

A A

●特別支援教育
の充実 B B

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

２ SAGAスクール・ミッション
  学校教育目標

○普通科改革を推進し、各コースの下、生徒一人一人の主体的活動を促し、多様な進路の実現を目指す。
○協働的な活動による、地域課題や自らが立てた課題の解決を通して、地域社会の未来を担う、志のある人材を育成する。

３ スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津西高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・学校推薦型・総合型入試で国公立大学に12名、私立大学に50名が合格した（R6.1現在）。また、この後行われる一般入試でも九州大学をはじめ、国公立大学に多くの生徒が挑戦するなど、一般入試の結果も期待できる。
・小さな行事であっても表彰式を行ったり、学校文集により多くの生徒が関わるような内容に変更したりと、生徒の活動を評価する機会を増やした。
・「総合的な探究の時間」の取組は、質・量ともに充実し、多くの生徒は自分の興味・関心のある分野が地域課題解決に役立てられるかを模索することができた。
・令和６年度から始まる新コース設置のために、教育振興課の強力な支援を受けながら準備や周知活動を行ってきたが、外部機関等への周知がまだ不十分であった。
・次年度は、生徒が主体的に活動できる機会を学校教育活動の至るところに設け、受動的態勢から能動的態勢への大転換を図りたい。

４ 本年度の重点目標

①地域に信頼され、選ばれる学校づくり
②新しいコース制における校内体制の確立
③探究活動・課題解決学習の推進と必要な知識・技能の習得
④生徒が目指す多様な進路先の実現

①ふるさと唐津・佐賀を誇りに思い、地域社会に貢献し
ようとする生徒
②文武に励むとともに、生徒会活動やボランティア活動
にも積極的に取り組み、個性や能力の伸⾧に努めようと
する生徒
③社会のモラルやマナーをよく理解し尊重し、人間的な
つながりを大切にしようとする生徒

「双松の力」である「基礎力」「着眼力」「解
決力」「発信力」「計画力」「改善力」の育成
を目指し、探究活動を教育の柱とした学習活動
を実践する。

地域課題や自らが立てた課題を発見し、人とのつなが
りを大切にしながら解決に向けて意欲的に行動するこ
とができる人材を育成する。

５ 重点取組内容・成果指標

重点取組

具体的取組

最終評価 学校関係者評価

取組内容
成果指標

（数値目標）
実施結果 意見や提言

●学力の向上

○教師の指導力向上

○生徒の授業理解度の向上

○生徒による授業評価の満足度80％以上

○ICTを利活用した授業に取り組んでいる
教員の割合100%

・授業評価アンケートを各学期末に実施し、授業改善に努める。
・初任研や中堅研に伴う研究授業や相互授業参観週間を年間2回設定し、授業研究を
行う。（７月・11月）
・ICTを効果的に活用している教職員の活用例を紹介する。

・「授業に満足している」生徒の割合は91.3％、保護者の割合は
92.4％（12月）。
・「相互授業参観週間等を利用して、他の教員の授業を参観した」教
職員の割合は70.5％（12月）。
・「ICTを利活用した授業に取り組んでいる」教員の割合は100%（１
月）。

・目標より10％程高い。良い方向に進
んでいると考える。
・相互授業参観をした教員の割合が
70％ということだが、経験豊富な教員と
経験年数が浅めの教員との差異を知り
たいと思った。

〇進学意識の向上

〇多様な進路選択の支援と大学進学実績
の向上

○大学進学希望者の割合70％以上

○国公立大学　合格者 25名以上
　 私立大学　　 合格者100名以上
　

・進路方針、進路情報を定期的に生徒・保護者に発信する。（進路講演会、進路だよ
り、進路のしおり、進路情報誌等）
・生徒一人ひとりの進路希望を掌握し、情報交換・情報共有を行う。
・進路検討会や個別指導の充実を図り、進路希望や個人の適性に応じた受験体制をと
とのえる。
・進路希望の早期決定（大学訪問、オープンキャンパス参加）を促す。

・「学校は、生徒の進路実現に向けて、学力向上やキャリア教育の
充実を図るため、様々な取組を行っている」と評価した保護者の割
合は93.5％（12月）。

・大学進学希望者の割合は74％で、国公立大学合格者10名、私立
大学合格者44名である（1/23現在）
・進路情報を学年通信等をとおして定期的に発信することができた。
・進路検討会等の情報交換を計画通りに実施できた。
・進路のしおりを発行し、生徒の進路決定に役立てることができた。

・試験（ペーパーテスト）の結果が学力
と捉えて結果を先に追うのではなく、今
の探究等の取組から学力へと導くほう
がよい。
・学力向上について、総合偏差値で評
価することもいいが、探究が進むと、特
定の分野への興味・関心が高まり、特
定の教科が専門的に何か秀でていると
いう方向に向かっていくと思う。
・生徒のアンケートからも、先生方が生
徒一人ひとりに丁寧な進路指導をして
いると感じた。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

○「他者を思いやる言動ができた」と回答し
た生徒80％以上

○情報モラルに関する意識及び知識を
持っている生徒80％以上

○図書貸出総数年間1500冊以上

・双松祭等の学校行事等後にアンケートによる振り返りを行う。
・情報モラルや人権に関する講演会やHR活動を実施する。

・朝読書を活用して図書館利用を推進する。
・魅力的な図書館行事や読書企画の開催と、図書館レイアウトの工夫をし、図書館に
来場する生徒数を増やす。

・「他者を思いやる言動ができた」生徒の割合は96.8％（12月）。
・「情報モラルに関する意識及び知識を持っている」生徒の割合は
92.5％（12月）。

・図書貸出総数年間冊は1025冊である（1/21現在）。・クラス読書会
をビブリオバトルに変更したり、文化祭でＰＯＰ展示を行ったりと新し
い図書館企画に取り組んだ。貸出冊数増加には繋がらなかったもの
の、図書館来場者数は昨年度比約130％と一定の効果が見られた。

・「命の大切さを学ぶ授業」と「防犯講話」を実施し、情報モラルを守
ることは人権を尊重することであり、防犯にも繋がると学んだ（11月）

・学校に来ると生徒達の挨拶に出迎え
られる。これも心の教育の充実によるも
のと考える。
・ビブリオバトルなど新規企画の取組な
どの工夫はよいと思う。一方で、貸出
数の実績が懸念される。
・図書貸出関連も探究テーマになるの
ではないかと考える。読書への苦手意
識を払拭できるような更なる取組を期
待する。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○いじめ防止等について「組織的対応がで
きている」と回答した教員90％以上

・多面的に生徒の状況を把握・理解し、組織として支援する。
・欠席の多い生徒について、職員会議で情報共有し、共通理解を図る。
・学校生活アンケートを年間3回実施する。
・週に一度、生徒支援部会を実施し、生徒に関する情報を共有する。

・いじめ防止等について「組織的対応ができている」と回答した教職
員の割合は97.8％（12月）。
・いじめの認知件数は1月時点で12件である。そのすべてにおいて、
発見、管理職への報告、職員間の情報共有、会議の実施と対応を
素早く行うことができた。
・欠席の多い生徒について年間を通して月に１回、職員会議で情報
共有を行った。

・いじめについて、アンケートや面談等
で早期対応に努めている。また、組織
的に早期対応ができている。

◎夢や進路希望の実現に向けて努力する
教育活動の推進向けた取組の充実

◎将来の夢や希望を持つ生徒の割合90%
以上

◎キャリアパスポートの活用率100％

・探究支援部と連携し、キャリアパスポートを活用する。
・classi、スタディサポートを活用し、自己発見につなげる。
・体験的活動を取り入れた地域との連携を図る。

・「将来の夢や希望や目標をもって過ごしている」生徒の割合は
82.3％（昨年度81.9％）（12月）。
・キャリアパスポートを総合的な探究の時間や各種講演会、キャリア
支援事業などで活用することができた。
・各学年でclassi等を利用し、進路啓発の情報提供をすることができ
た。

・「将来の夢や希望をもって過ごしてい
る」生徒の割合90％という目標設定が
高すぎるように思う。将来の夢や目標
をもつまでに至る心境の変化を測れた
ら良いと思う。

●業務改善・教
職員の働き方改
革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

○年次休暇取得日数の平均14日以上

・定時退勤推進日の設定（月曜日）とボード掲示や口頭による啓発を行う。
・夏季休業中に学校閉庁日（8月9日～16日）を設定し、教職員が休暇を取得しやすい
環境を整備する。また、年休取得状況を知らせる（7月）。
・月の時間外在校等時間報告を、毎月行う。
・資料の事前配布やSEI‐Netの各機能を活用し、集合型会議の精選を図る。

・R6年（1月～12月）の年休取得日数が10日以上19名(昨年度10名）
で190％増。うち、14日以上10名。5日未満は全体の8.3％の3名（昨
年度6名）で、年休取得率が高まった。

・「働き方改革を意識して業務を行ったり、計画的な年休等の取得に
努めることができた」教職員の割合は63.6％（12月）。

・時間外在校等時間（4～12月）の45時間超過の延べ人数108人（昨
年度167人）で、昨年度比35％削減した。時間外在校等時間の合計
では昨年度比10％削減した。一方で、定時退勤推進日を定着させる
のは難しかった。

・本年度は国スポ動員等も多かったが、週休日の出張等の勤務につ
いては、確実な振休取得を促すことができた。

・朝食をとって登校する生徒の割合は
高いが、とれていない生徒の理由か
ら、潜在的な困りごとや課題が見えてく
る可能性もあると考える。
・生徒の健康面や体つくりについては、
保護者の協力も必要である。

〇部活動の活性化 ○部活動をとおして、主体性や自己管理
能力が身についたと思う生徒の割合70％
以上

・全体で部活動の取組を共有するとともに、リーダー研修会を開催する。
・各部活動ごとのミーティングを推奨し、練習計画や振り返りを実践する。
・表彰式を毎学期（年間計3回）行い、生徒の活動意欲を向上させる。

・「部活動や学校生活をとおして、主体性や自己管理能力が身につ
いたと思う」生徒の割合は91.5％(12月）。

・部活動の活動実績を随時顧問に入力してもらい、新聞記事と合わ
せて卒業文集に掲載している。これを各部次年度の目標設定に活
用してもらいたい。

●健康・体つくり

●健康を考えて行動できる能力の育成

●安全に関する資質・能力の育成

○朝食をとって登校する生徒の割合70％
以上

〇再受診勧告を受けた生徒全員に再受診
の有無を確認し、再受診率70%を目指す

●交通マナーを守ることができている生徒
80％以上

・集会等での呼びかけや保健だより等により意識の向上を図る。
・classiで生活習慣アンケートを実施し、結果を指導に活かす。
・学校医との連携を密にして、受診勧告及び啓蒙を行う。
・防犯教室を実施する。

・「朝食をとって登校している」生徒の割合は91.4％(12月）。

・定期健診後の受診率については、三者面談で保護者に受診を促し
ただけでなく、生徒個別に面談し受診を勧めた結果、内科73.3％、歯
科50.1％、眼科69.2％、耳鼻科69.6％、視力59.8％、と昨年度よりも
向上した。

・「交通マナーを守ることができている」生徒の割合は99.6％（12月）
・「交通講話」を実施し、自転車運転の危険性と自分の身を守るため
のヘルメット着用の重要性を学ぶことができた。

・主体性や自己管理能力の向上につな
がったのは、指導方法が効果を出した
のではないか。

○特別支援教育に関する教員の専門性と
意識の向上

○特別支援教育や不登校に関する研修会
の実施
○特別支援教育に関する専門性が向上し
たと回答した教員80％以上

・スクールカウンセラーによる職員研修会を実施する。（6月）
・学年情報会などを通して、教員が生徒理解や生徒を支援する状況づくりに努める。

・「特別支援に関する専門性が向上した」教職員の割合は68.2％（12
月）。
・職員会議のときに、支援が必要な生徒や長期欠席が続く生徒につ
いて情報共有を行った。

・特別支援教育へ理解は、障がいの有
無の関わらず、すべての生徒さんに対
しても必要な視点だと考える。よって継
続的な取り組みを期待する。

・以前は時間外在校等時間がものすご
く多かった。時間外在校等時間が削減
されたことは評価できる。他校でもそう
であると思うが、持ち帰り仕事がどれく
らいあるか気になるところである。
・業務内容それ自体の見直しや分散が
必要である。
・教職員の時間外勤務や業務外負担を
減らすべきであり、学校単位の取組の
ほか、地域特性に合う広域的な取組を
必要とすると考える。

○健康管理と心身の健康の保持増進 ○定期健康診断（人間ドックを含む）受診
率100％、及び再検査対象者受診率70％
以上

○メンタルヘルス講座（アンガーマネジメン
トを含む）の実施

・毎月１回、衛生委員会の報告と健康づくり情報誌Smileによる啓発を行う。
・定期健康診断及び人間ドック受診状況の把握、再検査対象者へ個別の声掛けと受
診勧奨を行う。
・外部講師によるメンタルヘルス出前講座を行う（7月）。

・健康診断（人間ドックを含む）受診率は100％、再検査対象者受診
率は86％（昨年度約60％）であった。（2月14日現在）。
・「自己の健康管理や心身の健康の保持増進に努めることができ
た」教職員の割合は81.8％（12月）。

・外部講師を招聘したメンタルヘルス・アンガーマネジメント研修会を
実施した（7/26）。

・再受診率は一昨年は40％台、昨年は
60％台であったが、本年度は再受診勧
奨も衛生管理者から熱心にしてもら
い、86％となったことは評価できる。今
後も引き続き勧奨してほしい。

A

重点取組

具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標

（数値目標）
実施結果 意見や提言

A

・西高＝ボランティアという印象が、学
校内外問わず強まり、西高カラーと感じ
る。ボランティア参加生徒の大幅増加も
あり、A評価でよいと考える。
・学校の地域貢献度は非常に高いと思
う。広報もよくされているが、生徒の主
体的な取組として、生徒が学校新聞を
作成して外部広報へつなげていくのは
どうか。

令和６年度の重点目標の振り返りについて
①本校を中学生に勧めることができる生徒の割合が増加し、特別選抜における新たな募集枠「特色ある教育課程推進指定校」で志願倍率も高かった。募集定員の充足に向けて、広報の工夫が必要である。
②新たな校務分掌「探究支援部」を設置し、３年間を見通した教育課程や学習活動を検討することができた。次年度は、２学年の各コースでの学校設定科目の運用について協働体制を構築していきたい。
③新コース制の１学年では、探究テーマ設定に向けて外部人材の活用を推進することができた。生徒は地域との関わりを通して社会性が高まっている。次年度は探究活動を進めるにあたり、教員の支援体制について共通理解を
図っていく必要がある。
④生徒が目指す多様な進路先の実現に向けて、選択制講座の開講など、特課の工夫を行った。また、総合型選抜・学校推薦型選抜に多くの生徒が挑戦した。

６ 総合評価・
  次年度への展望

・普通科改革元年の１年生には、入学
前からコース制への期待の大きさを感
じる。一方、改革前の現2年生の心情
が気がかりではある。

・学校のビジョンを共有し、校内体制を
向上させていってほしい。

○地域に信頼さ
れる学校づくり

○地域貢献・ボランティア活動の充実

○学校内外への広報活動の充実と魅力発
信の強化

○ボランティアなど地域貢献活動をした生
徒の割合70％以上

○学校ＨＰの定期的な更新（週１回以上）

〇学校説明会や中学校訪問など学校PR
の機会を年間20回以上行う。

・地域の様々な行事や活動を積極的に紹介し、参加を促す。

・新コース設置の広報なども含め、学校ＨＰ、メール配信、SNSの活用による学校の情
報発信を積極的に行う。
・インスタグラムをリニューアルし、組織的に情報発信を行う。

・中学校訪問及び中学生の学校見学会の充実を図る。
・学校開放日の取組内容の工夫を図るとともに、開催についての周知を徹底する。

B

・「ボランティアなど地域貢献活動をした」生徒の割合は73％（12月）
で、昨年度40％台から大幅に増加した。

・学校行事を実施した際には学校ＨＰへの掲載を継続した。また、イ
ンスタグラムによる発信や新聞記事等紹介チラシの作成など、広報
に努めた。
・糸島会場、唐津会場での説明会に参加した。また、唐津市内の中
学校１５校、松浦市内の中学校１校に出向いて説明会を行った。11
月には、管理職による唐津市内中学校訪問を13校で行った。
・志願者増につながるよう、新コースの周知について工夫する必要
がある。

★唯一無二の誇
り高き学校づくり

・会議だけの参加ではなく、生徒の教
育活動に参加できたことで、生徒の様
子を知ることができた。
・中学生の将来の進路によって、高校
選択が変わるので、この質問の答え方
は難しい。在学時には難しいので、卒
業時に調査してはどうか。

★新コース制導入における校内体制の確
立

★学校外のいろいろな人に話を聞きに行っ
た生徒の割合70％以上

・総合的な探究の時間等で、地域の魅力や課題について実践的アプローチと学問的ア
プローチの取組を直接フィールドワークで学ぶ。
・生徒が主体的に疑問や問いを考える活動を多く取り入れる。

A

・学校外のいろいろな人に話を聞きに行った生徒の割合は全校で
62.8％（昨年度60.5％）となり、増加しているが目標には届かなかっ
た。
・1年生は外部の方と話をする機会を設けるなど工夫をした。２年生
は約半数の生徒が自主的に外部と連携しながら取り組んでくれた。
３年生がキャリア教育や進路講演会等で外部人材を活用した。
・外部コンテスト等に応募、入選するなど主体的に活動を行うグルー
プが多くなった。佐賀県ふるさと学習コンクールでは「最優秀賞」「優
秀賞」を受賞した。
・探究支援部の部会を22回（1月末）開催し、共通理解を図った。次
年度はさらに協働体制を構築していきたい。

A

★SAGAコラボレーションスクール指定校と
して、学校運営協議会を活用した学校の活
性化

★学校運営協議会を年間３回以上

★自分の学校を中学生に勧めることがで
きる生徒の割合70％以上、教職員の割合
70％以上

・学校運営協議会を年間4回開催する。4月上旬に開催予定日を委員に伝えることで参
加率を高める。
・探究活動やボランティア活動において、学校運営協議会を中核とした地域連携を計
画的に実行する。

A

・学校運営協議会を年間４回実施した。また、学校運営協議会の委
員を中心に『総合的な探究の時間』に直接関わってもらうとともに、
協議会では探究学習についてのアドバイスをいただいた。

・「自分の学校を中学生に勧めることができる」生徒の割合は76.7％
（昨年度63.5％）、教職員の割合84％（12月）と目標を上回った。


